
　
平
成
28
年
度
積
丹
町
功
労
者
表
彰
式
が
１
月
27

日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
等
に
お
い
て
優
れ
た
成
績
を
収
め

た
方
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
３
名
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
、
松
井
町
長
か
ら
表
彰
状
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
祝
福
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 28 年度 積丹町功労者表彰式
～町振興への功績をたたえて～

町功労者３名を表彰

◆
積
丹
町
社
会
貢
献
賞
◆

鳴
　
海
　
み
　
な 

さ
ん
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
入
舸
町
・
85
歳
）

　

昭
和
59
年
か
ら
現
在
ま
で
、
入
舸
婦
人

会
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
29
年
余
に
わ
た

り
積
丹
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
を

歴
任
さ
れ
、
地
域
の
婦
人
会
活
動
を
実
践

指
導
さ
れ
、
本
町
の
住
民
運
動
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

戸
　
耒
　
和
　
子 

さ
ん
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
美
国
町
・
82
歳
）

　

平
成
４
年
か
ら
24
年
間
に
わ
た
り
、
美

国
婦
人
会
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
17
年
余

に
わ
た
り
、
積
丹
町
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
婦
人
会
の

育
成
指
導
を
通
し
て
、
本
町
の
行
政
の
円

滑
な
推
進
な
ど
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

◆
積
丹
町
産
業
貢
献
賞
◆

千
　
葉

　
十
四
男　

さ
ん 　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

美
国
町
・
77
歳
）

　

平
成
６
年
か
ら
現
在
ま
で
、
積
丹
町
商

工
会
役
員
と
し
て
、
商
工
業
の
改
善
普
及

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
29
年
余
の

長
き
に
わ
た
り
美
国
商
店
連
盟
役
員
を
歴

任
さ
れ
、
本
町
の
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
18
日
に
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
６
，
０
０
０
日
を
達
成
し
た
当
町

に
、２
月
９
日
、総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝
状
と
北

海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
長
か
ら

の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
橋
本
後
志
総

合
振
興
局
長
よ
り
松
井
町
長
へ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
や
町
交
通
安
全
指
導

員
等
が
参
列
し
た
伝
達
式
で
は
、
賞

状
と
記
念
品
の
伝
達
、
橋
本
後
志
総

合
振
興
局
長
と
丹
保
余
市

警
察
署
長
の
祝
辞
に
続

き
、
松
井
町
長
が
「
更
に

記
録
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、

町
民
一
丸
と
な
っ
て
運
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
西
興
部
村(

８
，

０
３
７
日(

２
月
１
日
現

在))

に
続
く
北
海
道
第

２
位
の
記
録
で
、
夏
場
に

は
札
幌
圏
や
道
内
外
か
ら

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る

ま
ち
で
あ
り
な
が
ら
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
」
の
記
録
を
一
日
ず
つ
積
み
重

ね
る
積
丹
町
の
交
通
安
全
へ
の
取
組

は
、
各
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
８
月
16
日
か
ら
続
い
て

い
る
「
輪
禍
の
無
い
ま
ち
積
丹
町
」。

今
後
も
こ
の
記
録
が
続
く
よ
う
町
ぐ

る
み
で
交
通
安
全
へ
の
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日

 

６
，
０
０
０
日 

達
成

 

”

 

“

▲

前列左より 戸耒和子さん、鳴海みなさん、千葉十四男さん

後列左より 田村副議長、松井町長、栁澤表彰審議委員長

左より 丹保余市警察署長、松井町長、橋本後志総合振興局長

 

～
16
年
５
ヵ
月
～
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日
本
橋
歯
科
医
師
の
栗
原
丈
徳
氏
か

ら
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ゆ

う
る
り
」
入
居
者
や
職
員
を
対
象
と

し
た
モ
ニ
タ
ー
事
業
の
中
間
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
か
ら
２
月

ま
で
の
約
３
ヵ
月
間
、
町
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
た
ホ
ッ
ケ
の
す

り
身
や
白
米
に
還
元
型
コ
エ
ン
ザ
イ

ム
Ｑ
10
を
混
ぜ
た
食
事
の
ほ
か
、
食

べ
る
お
茶
「
イ
ー
ト
茶
」
や
㈱
明
治

製
菓
提
供
の
高
濃
度
「
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
を
食
べ
て

も
ら
い
、
体
調
や
生
活
リ
ズ
ム
な
ど

の
観
察
を
し
ま
し
た
。

　

入
居
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、「
寝
付
き
が
良
く
な
っ
た
」や「
会

話
の
時
間
が
増
え
た
」
な
ど
の
効
果

が
見
ら
れ
、
今
後
の
健
康
食
開
発
の

可
能
性
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　　

漁
協
女
性
部
も
参
画
し
た

　
試
食
会

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
、
講
師

と
と
も
に
、
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協

同
組
合
女
性
部
の
方
々
も
参
加
し

て
、
健
康
食
開
発
に
活
用
す
る
加
工

食
材
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ

た
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
入
り
の
ホ
ッ

ケ
の
す
り
身
汁
や
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

地
域
食
材
を
活
用
し
た
健
康
食
開
発
の
可
能
性
調
査

始
動
！
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
④

始
動
！
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
④

事業名 事業内容

（1）健康食開発

①健康食開発調査事業 ・還元型 CoQ10 を活用したＱＯＬ改善研究調査

・食品分析調査

②高齢者健康ＱＯＬ事

　業化調査事業

・健康ＱＯＬ評価基準の設定

・健康ＱＯＬ普及ビジネス検討

（2）健康運動プログラム開発

①遠隔健康相談支援事

　業

・４町村（喜茂別町、ニセコ町、島牧村、積丹町）連携した遠

　隔健康相談

②疲労ストレス計購入 ・疲労ストレス計等購入

（3）ケア人材の確保・育成

①就業・研修助成事業 ・町内介護福祉施設等の職員就業支援

②資格取得費助成事業 ・介護職員初任者研修受講費の助成

③学生インターンシッ

プ受入基盤整備事業

・学生インターンシップ受入基盤整備

・研修センターの修繕、備品購入

④移住定住促進事業 ・町ＰＲ用動画制作

⑤分譲地販売促進事業 ・分譲地の販売促進等

⑥事業所用合併処理浄

化槽設置助成事業

・事業所用浄化槽設置整備費の一部助成

⑦放課後児童健全育成

事業

・放課後子ども支援事業

計画総事業費：34,520 千円（内、国交付金：24,500 千円）

【平成 28 年度計画概要】ラ
ン「
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
セ
ル
ク
ル（
札

幌
市
）」
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
木
村

円
氏
が
、
マ
ス
、
タ
ラ
、
イ
カ
に
還

元
型
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
を
入
れ
て

作
っ
た
「
は
ん
ぺ
ん
」
も
提
供
さ
れ

た
ほ
か
、
下
澗
豆
腐
店
（
美
国
町
）

に
協
力
い
た
だ
き
「
イ
ー
ト
茶
入
り

豆
腐
」
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
味
や
見
た
目
、
食
感
な
ど
に

加
え
、
地
域
加
工
の
可
能
性
も
含
め

た
今
後
の
健
康
食
開
発
に
向
け
て
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
積
丹
町
の
農
水
産
物
を

活
用
し
た
健
康
食
開
発
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
引
き
続
き
町
外
の
専
門

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
調
査
研
究
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
健
康
食
開
発
」
の
中
間
　

　
報
告
会

　

老
化
防
止
や
疲
労
回
復
に
効
果
的

な
還
元
型
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
に
よ

る
健
康
効
果
の
把
握
や
様
々
な
地
域

資
源
に
よ
る
健
康
食
開
発
の
可
能
性

を
考
え
る
「
第
１
回
積
丹
町
健
康
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
管
・
栗
原

ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
・
日
本
橋
）
が
２

月
４
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
カ
ネ
カ
（
東
京
都
）
の

宮
越
洋
氏
は
、
積
丹
町
で
と
れ
た
農

水
産
物
の
中
で
も
、
ブ
リ
や
サ
ク
ラ

マ
ス
に
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
初
め
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栗
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
・

　　

広
報
し
ゃ
こ
た
ん
平
成
28
年
12
月
号
に
続
い
て
、
今
回
は
、『
積

丹
版
「
健
康
食
」
と
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
よ
る
し
ご
と
創
生
事

業
』
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
初
年
度
の
平
成
28
年
度
は
、
表
の
よ
う
な
大
き
く
３
つ
の
構
成
で
、

関
連
す
る
11
の
個
別
事
業
に
よ
る
可
能
性
調
査
の
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
主
要
な
取
組
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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２
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
経

済
産
業
省
北
海
道
経
済
産
業
局
・
余

市
町
・
古
平
町
・
積
丹
町
の
共
催
、

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
の
後
援
で

日
本
海
漁
業
振
興
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
、
小
樽
市
・
余
市
郡
・
東

し
ゃ
こ
た
ん
の
３
漁
協
の
販
売
・
加

工
担
当
幹
部
職
員
や
道
漁
連
、
市
町

村
水
産
担
当
職
員
な
ど
約
40
人
が
水

産
物
流
通
の
現
状
と
課
題
を
共
有

し
、
そ
の
解
決
策
を
探
り
ま
し
た
。

　

日
本
海
漁
業
の
厳
し
い
現
状
を
打

破
し
、
漁
村
地
域
に
活
気
を
も
た
ら

す
キ
ー
マ
ン
と
し
て
期
待
さ
れ
る
漁

協
職
員
の
研
鑚
の
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
の

フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役
の
坂
本
文
男
氏
と
㈱

ア
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
会
長
の

中
込
進
氏
に
よ
る
講
演
と
参
加
者
と

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
坂
本
氏
か
ら
は
「
温

暖
化
の
影
響
や
、
資
源
の
減
少
、
漁

協
合
併
等
に
よ
る
組
織
の
弱
体
化
等

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
漁
協
の
各

事
業
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
を
考

え
、
系
統
販
売
の
環
境
の
変
化
に
適

応
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

今
後
の
組
合
運
営
の
あ
り
方
を
、
中

込
氏
か
ら
は
「
日
本
は
人
口
減
少
時

代
に
入
り
、
お
金
を
使
う
シ
ニ
ア
世

代
の
世
代
交
代
や
食
文
化
の
変
化
に

よ
る
魚
離
れ
が
一
層
進
み
、
日
本
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
。
北
海
道
の
鮮
魚
を
欲
し
が
っ
て

い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
な
ど
海
外
市
場
に
も
目
を

向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
が
来
て
い
る
。」
と
流
通
・
販
売

戦
略
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
契
機
に
、
更

な
る
漁
協
職
員
の
熱
い
使
命
感
の
奮

起
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地元で獲れた魚を学ぶ
魚捌

さ ば

き教室を開催

日
本
海
漁
業
振
興
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

漁
協
職
員
の
奮
起
に
期
待
！

〜
漁
協
な
く
し
て
漁
村
な
し
〜

　２月21日、余別地区コミュニティセンターで余別小学校
児童７人が「魚捌き体験」に挑戦しました。
　地元漁師の飯田繁幸さんと担い手の若者、同校ＰＴＡ
（澤貴幸会長）が、学校（荒木俊行校長）と知恵を出し合
い、念願の教室が実現したものです。
　飯田さんからは、余別地区の伝統的な漁法「底

そこだてあみ

建網」が
60ｍの海底に設置され真冬の大波にも耐えて魚を獲る漁具
のしくみや、網の修理に使う『網み針』の使い方などを教

わりました。
　前日獲れた体長90㎝のタラの捌き方では、包丁の使い方や内蔵一つひとつの名称、餌として胃袋に入っていた
ニシンのことなど水鳥町水産業技術指導員の説明を聞きながら、フライ用の切身づくりに苦戦する子どもたち
の真剣な顔が印象的でした。
　お母さんたちから「たらフライ」の衣

ころも

付けの一連の調理方法を学んだ後の揚げたてをみんなで食べた味も最
高の様子で、「大きなタラと大きな包丁は難しかったけれど楽しかった」、「漁師のお父さんや料理をつくる
お母さんの苦労がよくわかりました」などと感想を話してくれた１日でした。

▲ 中込進氏 ▲ 坂本文男氏

－余別小学校－
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